
光陽中学校区

みんなが安心して学ぶことができる
学校づくりに向けた取組

旭川市立光陽中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【学校風土アンケート７月結果】

【光陽中学校区の不登校の児童生徒数】

２ 目標、目指す子ども像
光陽中学校区重点目標「主体的に学び、より関わり高め合う児童生徒の育成」
○主体的に学び、関わり合う高い知性をもつ子ども
○他者を思いやりながら行動する心豊かな子ども
○自己実現に向け、最後までやり抜く強い心と体をもつ子ども
○夢や希望の実現に向け、よりよい生き方を目指す子ども

【光陽中学校の不登校生徒数の経年変化】
※全校生徒数に対する不登校生徒数の割合



３ 今年度の取組

【光陽中学校区における推進体制】

事業推進体制の構築

・「学習指導と生徒指導の一体化」を中心に、本事業における各部会の役割及び取組の方向性の共通理解を
図るとともに、小中連携体制の充実を図ること

・ロードマップを作成し、各校の行事、ＣＳ事業等を関連させた取組を推進させること

４ 取組のポイント 【学校行事、ＣＳ事業、本事業が一体となったロードマップ】

★教育相談コーディネーター（加配教諭）を要とした
４部会による事業推進・小中連携体制の構築
※生徒指導担当者と研修担当者が授業改善の方向性
について検討

★ロードマップによるスケジュールの共有
○不登校対策連絡協議会（年４～５回）
〔①6/30、②9/29、③12/12、④２月を予定〕

※不登校対策連絡協議会の内容については、CS会議
においても共有



３ 今年度の取組

【GoogleClassroom上でのデータ共有】

事業成果の検証・改善及び普及啓発

・取組の具体やポイントを共有するために、教育相談コーディネーターを中心に、各種アンケート等のデー
タの分析、検証・改善を図ること

・全教職員の取組への参画意識を高めるために、いつでも資料を参照できるよう、クラウド上で資料等デー
タを共有すること

４ 取組のポイント

★事業成果の検証・改善
・教育相談コーディネーターを中心とした各種アン
ケート結果の分析及び啓発資料の作成

・不登校対策連絡協議会による検証・改善
・定期的な相互参観による児童生徒の実態把握

★事業の普及啓発
・クラウドを活用した教職員への情報提供
及び職員会議での共通理解の促進

【啓発資料】



３ 今年度の取組

みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

【ＩＣＴを活用した授業】

★「誰でもわかる授業」「みんなが活躍できる授業」
を目指した授業改善
・ＩＣＴを効果的に活用し、一人一人の考えを大切
にし、友達と考えを共有したり、練り合う授業づ
くりの実践

・校内研修の成果をクラウドで共有
★「学習指導と生徒指導の一体化」を目指した授業改善
・生徒指導の実践上の視点を意識した授業づくり
・学校風土アンケートの項目の工夫
・授業における「生徒指導の実践上の視点」に基づい
た具体的な実践アンケートの実施

・各種アンケートの結果を分析し、取組の重点を明確化

【classroomを活用した情報共有】

① 他者参照を通して、お互いの考えに関心をもち、共有しながら自分の
学びを深めているか。

② 自己存在感を感じながら主体的に自己解決を図っているか。
③ 授業をふりかえり、自分の課題を見出すことで、今後の学習につなげ
ようとしているか。

④ 持てる力を発揮して、自分の考え等を発表しているか。

【「生徒指導の実践上の視点」実践アンケート】



３ 今年度の取組

みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

・生徒指導の実践上の視点を全教職員で共有し、日頃の授業で実践すること
・学校風土アンケートの項目を生徒指導の実践上の視点と関連付け、結果を分析し、検証すること
・児童生徒の発達の段階に応じて、学校風土アンケートを小学校低学年、高学年、中学校の３つの段階に分
けて実施・分析するとともに、低学年においては、わかりやすい文言を協議、修正すること

・新しいかたちの学び授業力向上事業の授業実践を参考にしたＩＣＴを活用した授業づくりを図ること
・ＩＣＴを活用することで、生徒の考えを見える化し、みんなが活躍できる場面を増やすこと
・援助希求的態度の育成を図るとともに、誰にでもＳＯＳを発しやすい風土を醸成すること

４ 取組のポイント

★自殺予防教育プログラムの活用
・援助希求的態度の育成
「望ましい人間関係の確立
～相談しやすい人間関係を築こう」

・ＳＯＳを発しやすい風土の醸成

【援助希求的態度の育成を図った授業の様子】
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1
私は、学校で安全、安心して生活でき

ている。

安全

安心
53.6 20.6 5.2 2.1 2.6 16.0

2
私は、きまりを守り、安全な学校生活

を送っている。

安全

安心
63.4 26.8 5.2 2.6 1.0 1.0

3
私は、きまりを守ることは大切だと思

う。

安全

安心
83.0 10.8 2.1 0.0 3.1 1.0

4 私は、学校のきまりに納得している。
安全

安心
50.0 35.6 7.7 3.6 2.1 1.0

5
私は、学校の授業で活躍する機会があ

る。

自己

存在感
25.3 25.8 26.3 14.9 6.7 1.0

6 私は、勉強は大切だと思う。
自己

決定
64.9 23.7 6.7 1.5 2.1 1.0

7
私は、学校でけんかやいじめなどを解

決する方法を学んでいる。
共感的 46.9 32.0 11.9 5.7 2.6 1.0

8

私は、学校でイライラしても上手に気

分転換したり、ストレス解消したりす

る方法を学んでいる。

共感的 41.8 23.7 20.6 8.2 4.6 1.0

旭川市立光陽中学校

【学校風土アンケート】



３ 今年度の取組

【ＳＣ連携「心の授業」１学年「傾聴トレーニング」】

心のSOSの早期発見・早期支援の充実

・アンケート等のアセスメントを教育課程に位置付け、計画的に実施すること
・「心と身体のチェック」で気になる生徒は、長期休業の前、中、後で教育相談や声掛け、部活動等での見
守りを実施し、一人一人に寄り添った指導を行うこと

・ＳＣと連携し、教育相談や心の授業を実施し、自己肯定感や自己効力感の向上を図ること

４ 取組のポイント

★各種アンケートの実施
・「心と身体のチェック」（長期休業前後）
・「いじめアンケート」（年３回）
・「ほっと」（年２回以上）

★情報共有の場の設定
・「教育相談」（年２回以上）
・「いじめ対策組織」（毎週）

★ＳＣと連携した「心の授業」の実施
・１学年「傾聴トレーニング」

一人一人に寄り添った指導の徹底



３ 今年度の取組

アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築

・短期長期的な目標等について、生徒・保護者とじっくりと共有し、生徒の主体的な意思を尊重すること
・支援策について、「やれそうなことから・ダメなら変えてみる」という意識で、柔軟に対応すること
・利用者にとって、心の居場所となるよう、丁寧な声掛けと見守りを行うこと

４ 取組のポイント

★校内教育支援センターの充実
・当該児童生徒・保護者との面談・打合せをとおした、「多様な学び
の場」における最適な支援の決定

・児童生徒の状況に応じた、センター内の配置等の工夫・改善
・旭川市教育支援センター「ゆっくらす」等との連携

★児童生徒理解・支援シートを活用した不登校対策
・クラウド等を活用した全教職員との支援シートの共有

★ケース会議の実施
★光陽中学校校内教育支援センターの実践を生かした、小学校におけ
る支援センターの開設及び充実

【東町小学校支援センター】

【豊岡小学校支援センター】



５ 成果と課題

【学校風土アンケートの変容】

「学習指導と生徒指導の一体化」を図った授業づくり
を実施したことによる自己存在感の向上

・生徒指導の実践上の視点を意識的に授業に取り込み、ＩＣ
Ｔを活用して、児童生徒の学習の状況を適切に把握し、指
導を行った。

・生徒が力を発揮できる場が増えたことにより、生徒にとっ
て安心して学べる場につながった。

・生徒が認められる場が増えたことにより、自己存在感が向
上したと考えられる。

【「生徒指導の実践上の視点」実践アンケート】

成果

課題

◇「児童生徒の実態を見取り、授業のどの場面で生かすか見通

しをもって指導している」 教職員：46.9％→61.9％
◇「授業で活躍する機会がある」 生徒：51.0％→77.1％

・生徒指導の実践上の視点に係るアンケートは教職員の実感のみであ
り、児童生徒も実施し、変容を見る必要がある。

・自己存在感の感受において、「承認や賞賛や励まし」に係る項目で、
教職員と生徒との実感に差が生じていることから、活躍の場と併せ
て、意識的に賞賛等の声掛けを行う必要がある。



５ 成果と課題

「学習指導と生徒指導の一体化」と「校内教育支援センター」の充
実を図ったことによる不登校児童生徒数の減少

・校内教育支援センターが「居場所づくり」として効果的に機能し、不登
校児童生徒数の減少につながった。

・小・中学校共に、校内教育支援センターの利用をきっかけに、人間関係
を構築し、授業に復帰する児童生徒が増えた。

・「学習指導と生徒指導の一体化」を図ったことと相まって、「学校で安
全、安心して生活できている」と肯定的に回答する生徒
数が増加したと考えられる。

成果

課題

◇中学校１年次の不登校生徒数の減少
◇校内教育支援センターでの学びから学級での学びへ

◇「学校で安全、安心して生活できている」 生徒：74.2％→93.0％

・校内教育支援センター等を利用している児童生徒にとっ
て、一定の成果が見られていることから、新たな不登校
を生じさせないためにも、不登校傾向の児童生徒が気軽
に利用でき、ひとつの「心の居場所」となるよう、声掛
けを行っていく必要がある。

【学校風土アンケート】



６ 次年度以降の取組に向けて

「みんなが安心して学ぶことができる学校づくり」のために

① 「学習指導と生徒指導の一体化」
・「生徒指導の実践上の視点」を取り入れた授業実践の交流
・ＩＣＴを活用した「みんなが活躍できる機会のある授業づくり」の充実
・「誰にとっても分かる授業づくり」

② 新たな不登校を生じさせない安心できる学校づくり
・心のＳＯＳの早期発見・早期支援に向けた、各種アンケート等の計画的な実施
・子どもの実態を適切に見取るとともに、アセスメントに基づいた支援の充実

③ 「校内教育支援センター」の効果的な運用
・丁寧な面談や声かけを通した、児童生徒が「安心できる居場所」の確保
・学校外の関係機関との連携・交流

無理なく、小さな成果ひとつひとつの積み重ね


